
 

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

                                         

そのひとのなにが  

校長  佐藤  忍  

 

梅雨
つ ゆ

に入
はい

りました。雨
あめ

が続
つづ

いていましたが、生徒
せ い と

は校外
こうがい

学習
がくしゅう

、修学
しゅうがく

旅行
り ょ こ う

と雨
あめ

にあわず、楽
たの

し

いひと時
とき

を過
す

ごせたようです。今
いま

、校内
こ うない

では、ビワがおいしそうに実
みの

り、ハナミズキが見事
み ご と

に咲
さ

き誇
ほ こ

っています。 

さて、先月
せんげつ

、私
わたし

は猫
ね こ

の貯
ち ょ

金箱
きんばこ

を持
も

って、全校
ぜん こう

集会
しゅうかい

で話
はなし

をしました。以下
い か

全校
ぜん こう

集会
しゅうかい

での内容
ないよう

です。 

 

「これはいったいなんでしょうか」、「これはいったいどのようなものなでしょう

か」。実
じつ

は、これは貯金箱
ちょきんばこ

です。私
わたし

にとってこの“猫
ねこ

の貯
ちょ

金箱
きんばこ

”は、小学校
しょうがっこう

２年生
ねんせい

から

使
つか

っている陶器
と う き

の貯
ちょ

金箱
きんばこ

。吹田
す い た

市内
し な い

のみならず、様々
さまざま

な場所
ば し ょ

に引
ひ

っ越
こ

しをしてもなく

ならず、割
わ

れることもなく今
いま

の今
いま

まで大切
たいせつ

に、大事
だ い じ

に一緒
いっしょ

に過
す

ごしてきた、かけがえ

のないものです。  

一方
いっぽう

で、（生徒
せ い と

の）みなさんにとってはただの猫
ねこ

の貯金箱
ちょきんばこ

であり、ましてや私
わたし

が

「これは大事
だ い じ

なものなんや！」と語
かた

っても、「ふーん」としか思
おも

わないものかもしれま

せん。そして、（生徒
せ い と

の）みなさんは、これが私
わたし

にとってどれほど大切
たいせつ

なものかどうか

なんて、わからないと思
おも

います。でも、（生徒
せ い と

の）みなさんがこれをばかにしたり、け

なしたりすると私
わたし

はいい気持
き も

ちはしませんし、腹
はら

が立
た

つかもしれません。  

（生徒
せ い と

の）みなさんにも、自分
じ ぶ ん

が大切
たいせつ

にしている物
もの

や言葉
こ と ば

、気持
き も

ち、思
おも

い。自分
じ ぶ ん

が

大切
たいせつ

にしているものだからこそ、ばかにされたり、けなされたりすると腹
はら

が立
た

ってし

まうことがありませんか。仲間
な か ま

だからこそ、一緒
いっしょ

に大切
たいせつ

にしてほしいことがありませ

んか。  

  

原稿
げん こ う

なく話
はなし

をしたのでおそらく、このような内容
ないよう

の話
はなし

だったと思
おも

います。 

このお話
はなし

をしたときに、最後
さ い ご

に宿題
しゅくだい

を出
だ

しました。周
まわ

りの人
ひと

たちと仲良
な か よ

くなってきたからこ

そ、その人
ひと

の大切
たいせつ

なものをしっかりつかんでほしい、反対
はんたい

に大切
たいせつ

なものをばかにしたり、けなし

たりしないでほしい、と。そのために対話
た い わ

を重
かさ

ね、仲間
な か ま

のことをよく知
し

ってほしい、と。 

あれから１か月
か げ つ

近
ちか

く経
た

ちました。学級
がっきゅう

や学年
がくねん

の仲間
な か ま

、先生
せんせい

たち、何
なに

を大切
たいせつ

にしているのか、な

んとなくつかめましたか？ 

 「知
し

らない」、「わからない」ということは不安
ふ あ ん

を生
う

みます。でもわかることにより、不安
ふ あ ん

を取
と

り

除
のぞ

くことができます。今
いま

いろんな学習
がくしゅう

をしているのも、もしかしたらいろんな不安
ふ あ ん

を取
と

り除
のぞ

くた

めかもしれません。 

 現在
げんざい

、私
わたし

にもいろいろ話
はなし

をしてくれている生徒
せ い と

の皆
みな

さんがいます。推
お

しのアイドルの話
はなし

、ゲー

ムの話
はなし

、部活動
ぶ か つ ど う

の話
はなし

、自分
じ ぶ ん

の好
す

きな趣味
し ゅ み

の話
はなし

。この 1年間
ねんかん

で４０９人
にん

の大切なものがわかるよ

うに、学校
がっ こ う

全体
ぜんたい

で生徒
せ い と

のみなさんや、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

と対話
た い わ

を重
かさ

ねていけたらと思
おも

っています。

あなたが大切にしていることはなんですか？ 

 

 

 

吹田市立古江台中学校だより  

令 和 ５年 ６月 （水 無月 ）



 

【男子ソフトテニス部】 

吹田市連盟杯 

団体戦 第３位  
 

【女子ソフトテニス部】 

吹田市連盟杯 

団体戦 A チーム 優勝   

 

 

      B チーム 第３位  

 

 
 

【陸上競技部】 

三島地区陸上選手権 

走り幅跳び 第１位  

１５００ｍ 第３位  

 
                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆修学旅行◆ 
予報では天気がかなり危うい状況でしたが、雨に当たらず、すべての予定を実施することが

できました。 

１日目。特に夜のレクレーションは秀逸でした。レクレーション係の皆さんのゲームの企画、

ダンスあり、漫才ありと古中 3 年生の秘められた力の一端を垣間見ました。 

２日目。ラフティング。行きのバスの静けさはレクレーションであれだけ盛り上がった生徒

たちとは思えないくらいでした。向かう時と終了後では表情に大きな差がありました。ラフテ

ィング終了後はものすごい笑顔に変わっていました。 

３日目は富士急ハイランド。言わずもがな、各グループで自分たちの乗りたい乗り物に。修

学旅行の締めくくりとして、十分楽しんだのではないでしょうか。 

残念ながら常に富士山の山頂を見ながらの活動とはなりませんでしたが、時折見せる富士の

頂に歓声を上げていました。修学旅行委員さん、室長さんが常に声をかけ、みんながおもろい

修学旅行にしようとしている姿が印象的でした。 

 

◆校外学習◆ 
 ６月 1 日、１年生は千里北公園に。２年生は万博公園に行きました。こちらも天気よく、ポ

イントラリーから、謎解き、「風林火山」（鬼ごっこ）などなどめいっぱい、クラスや学年の仲

間との活動を楽しみました。 

 仲良くなったからこそ、できることがたくさん生まれます。そろそろ２学期の学校行事に向

けた動きも出てきているようです。みんなで楽しんだ笑顔を絶やさぬよう、クラスや学年での

活動を続けていってください。 

部活動通信 

熱中症対策として 
 気温の上昇が懸念される中、熱中症への対応が必要となります。 

体育や部活動、校外での活動がある時には、荷物が多くなりますが、 

余って持ち帰るぐらいの量の水分の準備をお願いいたします。 

 


